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大
項
目 

中
項
目 

   具体目標 
具体的な取組 

（●重点とする取組、★中学校区での取組） 

判断基準 

(評価のものさし) 
評価方法 評価時期 

進捗確認 
（～11月） 

達成状況（年度末） 

自己評価 学校関係者評価 

                       

確
か
な
学
び 

教
科
学
力
の
向
上 

基礎基本の確実な定着を図るとと
もに，課題をつかみ考え抜く授業を
展開する。 

めあてをもって学習する姿勢を徹底するととも
に，繰り返し学習することによって，基礎基本の
確実な定着を図る。 

めあてをもち，問題解決のできる授業
が増え，定着度テスト等で基礎基本の
定着が見られる。 

定着度テスト 
学力調査等 

毎月 
５月 ○ 

校内研修及び計画的な研究授業の実施で授
業力の向上に努めている。 ○ 

7 割以上の子どもがめあてをもって学習に
臨めていると回答。基礎基本の定着に関して
は家庭学習の習慣化など家庭との連携も重
要と考える。 

○ 

めあてを明確にした学習ができるよう今後
も指導をお願いしたい。 

考えを説明・交流する力，学んだことを活用する
力を育成できる指導を工夫する。 

考えを相手に伝え，学び合う場面が授
業で多く見られ，活用力の高まりも見
られる。 

学力調査等 
学校教育アンケート 

５月 
１２月 ○ 

校内研修及び計画的な研究授業の実施で授
業力の向上に努めている。 ○ 

話し合い活動が楽しいと回答する子どもが
7割以上だが，活用力については今後も研修
を深めていく必要がある。 

○ 
考えを説明し交流する力は今後も非常に大
切な力である。引き続き指導をお願いした
い。 

学
び
の
基
礎
力
の
向
上 

学習規律のさらなる定着を図ると

ともに家庭学習習慣を確立する。 
 
 

●「学習スタンダード」による学習規律のさらな
る徹底を図り，すべての子どもにわかりやすい授
業を創造する。 

子どもの授業に対する集中度が増し，
学ぶ意欲が向上する。 

実施状況 
学校教育アンケート 

随時 
１２月 ○ 

「学習スタンダード」を掲示し，学校全体で
学習規律の統一を図っている。 ○ 

全教職員で学習規律について意識してきた
成果はあるが，集中力については課題が感じ
られる。今後も子どもたちの学ぶ意欲の向上
につながる授業展開を実施していく。 

○ 

学習規律は集団での学習には欠かせないた
め，今後も指導をお願いしたい。また，子ど
もたちの学習意欲が高まる授業をこれから
もお願いしたい。 

全学年で｢自主学習ノート｣の取組をすすめ，家庭
学習習慣を定着させる。 

自主学習ノートの取組の定着ととも
に，家庭学習，読書習慣が身に付く。 

実施状況 
学校教育アンケート 

随時 
１２月 

○ 
全学年で取組の推進が図られている。 

○ 
宿題・自主学習は8割の子どもがしっかりで
きているが読書習慣については課題がある。 ○ 

自主学習ノートの取組はとてもよい。自ら課
題を設定し学ぶ力の育成につながる。 

タブレットを効果的に活用し，子ども一人ひとり
が考える授業を展開する。 

多様な方法で情報収集したり，自分の
考えを表現したりできる。 
活用率で昨年の数値を上回る。 

実施状況 

学力調査質問紙 
CBT調査 

随時 ○ 

各クラスにおいて適切かつ効果的なタブレ
ット活用が推進されている。 ◎ 

様々な学習場面での活用が推進できた。昨年
度ご指摘いただいた低学年からの利用にも
効果が見られた。 

◎ 

タブレットの活用が進み，効果的な利用がで
きているとともに，子どもたちのPC処理能
力向上につながっている。 

個
に
応
じ
た
指
導 

学習支援対策を計画的・継続的に実

施し，個に応じたきめ細かな指導を
充実する。 

●授業のユニバーサルデザインをさらに推進する

とともに，一人ひとりの子どもの特性に合わせた
指導・支援を充実する。 

学習支援対策により，学習の理解や定

着が深まり，学力が向上する。 

実施状況 

学力調査等 

随時 

５月 
○ 

学習支援対策委員会を中心に子どもの特性

等について教職員間で情報共有を図り，個に
応じた指導の充実につなげている。 ◎ 

個に応じた指導が必要な子どもの特性を教
職員間で情報共有し，適切な支援および専門
的なサポートにつなげることができた。今後
も個に応じた指導の充実を図っていく。 

◎ 

個々の特性に応じる難しさがある中，きめ細
やかな指導に感謝している。今後も引き続き
指導の充実をお願いしたい。 

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

豊
か
な
心
の
育
成 

豊かな心，思いやりのある心を育成
し、いじめがおこらない集団づくり

に取り組む。 

●「東浅香山小学校１０の約束」の徹底に向けた
子どもの意識が高まる取組により，さらに規範意

識の醸成を図る。 

校内の様々な目標やルールを守ろう
とする意識が高揚し，静謐な学習環境

が整う。 

実施状況 
学校教育アンケート 

随時 
１２月 ○ 

全教職員で同じ方向を向いた指導を行って
いる。 ○ 

学校のルールについて意識しているとの回
答は9割を超えているが，行動が伴えない子
が多いことが課題である。今後も家庭と連携
しながら全教職員で指導を進めていく。 

○ 

安心安全な学校生活のため，今後も指導をお
願いしたい。保護者としてできることはして

いきたい。 

★あいさつの徹底，感謝の気持ちをもつことがで
きる指導などを通して，思いやりのある心を育て，
いじめがおこらない指導を徹底する。 

子ども一人ひとりの自尊感情が高揚

するとともに，いじめがおこらない集
団となる。 

実施状況 

いじめアンケート 

随時 

毎学期 ○ 

校長が毎朝正門に立ちあいさつを行うとと

もに，朝礼の講話において自尊感情の高まり
につながる内容を伝えている。 

○ 

朝のあいさつの効果は実感できるが，相手意
識や自尊感情の高まりには今後も継続した
はたらきかけが必要である。 

○ 
今後も継続した取組をお願いしたい。あいさ

つのできる子が増えることを願う。 

学校が楽しいと思う子どもが増え
るような体制づくりに取り組む。 

★全ての子どもの対応について，家庭との連携を
図るとともに組織的な体制で取り組み，スクール
カウンセラーや関係機関とも連携し改善に導く。 

学校生活が楽しいと感じる子どもが
増える。 

実施状況 
学校教育アンケート 

随時 
１２月 ○ 

会議等で子ども対応の内容の共有を図り，組
織的対応を実践するとともに，必要に応じて
関係機関と連携している。 

○ 

SCやSSW，教育委員会，役所など様々な関係

機関と連携しながら不登校や問題行動など

様々な課題に対応することができた。 

◎ 

安心安全な学校生活のため，今後も関係機関
との連携を強化してほしい。地域や保護者も
協力していきたい。 

縦割り活動等によるリーダーの養
成と仲間意識を醸成する。 

●交流タイム等を通して，集団の一員としての意

識を高めるとともに，それぞれの役割を意識し，
自尊感情を高める取組を推進する。 

縦割り活動を通して，高学年はリーダ

ーとしての意識が高まり，校内全体で
友達のよさを認めることができる。 

実施状況 

学校教育アンケート 

随時 

１２月 ○ 

交流タイムにおいて高学年のリーダー意識

が高まっている。 ○ 

全学年において係活動など個々の役割を意
識できている子どもは9割を超えている。縦
割り活動や授業での交流などを通して高学
年としての自覚の高まりを実感している。 

◎ 

異学年の交流は子どもたちにとり自尊感情

を高める効果が得られるため，今後も続けて
いってほしい。 

健
や
か
な
体
の
育
成 

運動に親しむ環境を整え，体力を向
上させるとともに，体力の礎となる
健康教育・食育を充実させる。 

ランニング等の継続した取組により，運動の楽し
さを実感させるとともに体力向上の推進を図る。 

運動することが楽しいと思う子ども
が増え，体力が向上する。 

実施状況 
学校教育アンケート 

随時 
１２月 

○ 
体育的行事等を通じて，体力向上を図ってい
る。 

○ 
8割を超える子どもが運動が好きと回答。今
後も体育的行事や取組を継続していく。 ◎ 

体力向上だけでなくやる気につながる運動
の取組であり，今後も継続してほしい。 

基本的生活習慣を確立するとともに，家庭の意識

が向上する健康教育・食育をより推進する。 

朝食をとる，質のよい睡眠をとる子ど

もが増えるなど，基本的生活習慣が確
立する。 

実施状況 

学校教育アンケート 

随時 

１２月 ○ 

保健だよりを通じて，健康教育について家庭

への啓発活動を行っている。 ◎ 

家庭に向けては保健だより，子どもたちには
二測定や検診時の養護教諭からの指導を通
じて健康教育を実施した。 

○ 
学校からの発信はありがたい。今後も継続し

てほしい。 

地
域
協
働 

信
頼
さ
れ
る
学
校
体
制 

学校力のさらなる向上をめざすと
ともに，学校・家庭・地域の協働に
よるひろがる教育を推進する。 

学校ＨＰや校報，毎月の自治会定例会等で積極的
に学校の方針や日々の教育活動を発信する。また，
登下校の見守り活動をはじめ，校区での安全・健

全育成に地域と協働して取り組む。 

学校の教育方針・教育活動に対する理
解が深まる保護者が増える。 

実施状況 
学校教育アンケート 

随時 
１２月 

○ 

学校課業日には毎日ＨＰを更新するととも
に，校報においても教育活動を保護者・地域
へ発信している。 

◎ 

88％の保護者が学校の情報発信を肯定的に
判断。今後もＨＰや校報等を活用し教育活動
の積極的な発信をしていく。 ◎ 

ＨＰは学校生活の様子がよく伝わり今後も
ぜひとも情報発信を続けてほしい。また，校
報や地域での情報発信は保護者だけでなく

地域とのつながりにも効果的である。 

保幼小，中学校，学校群など縦・横につながる教

育活動の推進を図る。 

わくわく広場の実施および学校群で

の情報共有や合同研修の実施。 

実施状況 

学校教育アンケート 

随時 

１２月 ○ 
学校群での合同研修やこども園との交流を

実施している。 ◎ 
学校群での連携，こども園との交流だけでな
く，6年生のキャリア教育においても地域と
連携した取組ができた。 

◎ 

地域との連携は重要である。今後も地域の学
校として縦横につながる教育活動に期待して
いる。 

「確かな学び」の現状 
 ・子どもたちに学習規律の定着を図るため「東浅香山スタンダード」の取組を進め，一定の成果は見られるが，チャイム着席や集中力という点

においては課題が見られる。教職員で共通して「東浅香山スタンダード」のより一層の徹底を推進していく必要性がある。 

・「自主学習ノート」の取組では，学年や個に応じた活用が広がり，工夫されたノートが増えてきている。 

 ・わかりやすい授業をめざした授業のユニバーサルデザインの取組を学校全体で推進することによって，学習の定着や理解についての成果があ

らわれている。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

 ・学校の決まりや「東浅香山１０の約束」の徹底および交流タイムの取組を通して，規範意識の向上や自尊感情の醸成はみられる。引き続き，

教職員でルールや決まりに関する共通理解を図っていく。 

 ・あいさつに関しては，声掛けをすると返す子どもは多いが，自主的に進んで気持ちのよいあいさつができるよう，取組をすすめていく。 

 ・ゴーゴーランニングや長縄跳びなど運動に関する取組を通して，楽しみながら体力向上を図ることができている。 

令和７年度 重点目標  

 学校教育目標「一人ひとりがかがやく学校づくり」に向けて，校訓である「よく考え 協力して やりぬく子」の育成を目指し，「未来を切り拓く力としての総合的な学力および豊かな心と健やかな体の育成」「安全・安心な学びの場づ

くりと学校力の向上」「学校・家庭・地域が連携・協働する教育の推進」に取り組む。 

校長より（年度末） 
学習支援対策委員会を中心に子どもたちの情報共有を行い，個に応じた指導の充実が図れた。生徒指導面と特別支援教育を連動させたケース会議の体系化や記録化をさらに進め，連携の質を

向上させ，全教職員が同じ方向性で指導にあたる体制を整えていきたい。校内研修については「見取り・検討・改善・共有」の循環型にし授業改善の継続性を高め，指導力向上を図っていき

たい。評価いただいた取組は継続・強化し，今後も保護者・地域との連携を密に信頼関係をより深めていきながら，子どもたちの自尊感情や安心感が高まる教育活動を実践していきたい。 

学校関係者評価者から（年度末） 
今年度の取組を客観的に振り返り成果があらわれているところは一定の評価ができる。ただし，よりよい教育的効果を狙っての取組内容の変

更点の周知が不十分なことがあり，変更の利点が事前に周知できていればさらなる効果や評価が期待できていたように感じた。今後さらに地

域や保護者と連携を密にし，子どもたちの健全な教育活動の推進に努めてもらいたい。 

（様式⑦ 小中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

 自分の目標とゆめをもち，互いの個性を認め合える（豊かな心） 


